
リバイバルの風潮

私の知り合いに、テレビ朝日の

ディレクターをしている JH1ORV

中川さんがいます。

中川さんは、ずっと QRT 状態だ

ったのですが、どうしたわけか最

近、急に猛然とやる気を出してき

ました。そうして計画したのが、

開局当時の昭和 30 年代の真空管

式の受信機と送信機の製作です。

目下、秋葉原中のお店を回り、

タナの奥などにねむっている昔の

IFT や RFC などを捜しておられ、

この秋には完成させるのだと張り

切っておられます。

一方、JARL の支部の集まりなど

のおりに、真空管で簡単なセット

を作ってみたいとか、トランジス

タでもいいから昔の 0-V-1のよう

なものを作ってみたい、という声

も聞こえてくる昨今です。

日本のアマチュア無線も再開以

来 30 年を数え、やっと本来の姿を

見つめ直す余裕が出てきたのかも

しれませんね。

7MHz DC 受信機の計画

そのうちに、 0-V-1 ならぬ

0-T-1 もやってみようと思います

が、今月はストレート方式の

SSB/CW 用受信機の現代版である、

ダイレクト・コンバージョン（以

下 DC と略記）受信機を作ってみ

ることにします。

DC 受信機というのは、第 1 図

のように受信した SSB の信号に、

いきなりキャリヤを入れて、音声

信号を取り出すやり方です。これ

で、どうして音声信号が出てくる

かは、ハムの免許をとるときに「電

子回路」のところで勉強しました

ね。

DC 受信機の働きはこのように

単純明快なのですが、なにせアン

テナからはいってくる電波はとて

も弱いものなので、たとえ検波の

前に高周波増幅を付けても、得ら

れる音声信号はとても小さいもの

です。

また、フィルターがどこにもは

いっていませんから、混信に対し

てもまったく無防備です。

そのようなわけで、DC 受信機

をある程度実用性のあるものにす

るには、第 1 図の周辺を少しガー

ドする必要があります。

さて、DC 受信機の発振を普通

リバイバルの風潮

7MHz DC 受信機の計画
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の LC 発振器でやるとすると周波

数安定度の点で 3.5 か 7MHz がい

いところです。そこで、今回は

7MHz 用としてみることにします。

第 2 図は、これから作る 7MHz 

DC 受信機の構成です。

DC 受信機のグレードアップ法

については FCZ 誌の No33 に、

JA1AMH 高田 OM が解説なさって

おり、検波に平衡検波を採用する

方法を提案されています。

LPF は、簡単にまとめる場合に

は普通は省略するのですが、今回

は SWL 用としてもちゃんと実用

になるよう、きちんと入れてみる

ことにしました。

なお、ここで使うLPFは拙著「エ

レクトロニクス・アイデア製作集」

p.131 に紹介してある “オーディ

オ・フィルター” です。

LPF が DC 受信機の一つのポイ

ントだとすると、AF 増幅は、も

う一つのポイントです。

TA7313 では 60dBほどのゲイン

をガッチリかせぎ、小さな音声信

号をスピーカーが鳴るまで増幅し

ます。

DC 受信機の作り方

では、第 2 図のブロック・ダイ

ヤグラムにしたがって早速 7MHz 

DC 受信機を作ってみましょう。

実際の製作は、受信部と LPF 部

の 2 個のプリント板にわけて行

DC 受信機の作り方
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います。

第 3 図が、受信部のほうの回路

です。第 2 図と比べてみるとわか

るように、ちょうど LPF の部分だ

けがない形です。DC 受信機とし

ては、LPF はなくても働きますか

ら、第 3 図だけでも OUT と IN の

端子をつなげば（実際にはボリュ

ームを入れる）、これだけでも一応

音は出ます。

AF 増幅の TA7313AP（IC3）で

は RF の値を大きくすると、NFB

の量が増えて、ゲインが減り、RF

の値を小さくすると、NFB の量が

減ってゲインが増えます。デー

タ・ブックに示された RF の値は

47Ωで、このときのゲインは 50dB

となっています。

では、第 3 図のところをプリン

ト板の上に作ることにして、部品

を集めましょう。第 1 表が、受信

部の使用部品の一覧表です。特に

むずかしい部品は、なにもありま

せん。

部品がそろったら、プリント板

を作りましょう。第 4 図が、プリ

ント板のプリント・パターンです。

プリント板の加工が終わったら

部品を取り付けて、組み立てまし

ょう。

受信部の組み立てが終わったら、

LPF 部の製作にとりかかります。
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LPF 部は、「エレクトロニクス・ア

イデア製作集」p.131 に紹介して

ある、オーディオ・フィルターの

中の fc＝3kHz の LPF をそのまま

使います。

ただし、そこで使っている

RC4558P という OP アンプは本来

は±2 電源用のもので、これを無

理して 1 電源で使っていますから、

ここでは最初から 1 電源用に作ら

れた LM358 に変えます。

参考までに回路を第 5 図に示し

ておきますが、RC4558 と LM358

のピン接続はまったく同じですか

ら、プリント・パターンは全く同

じで OK です。

ICをRC4558からLM358に変え

たことにより、この LPF 部は電源

電圧が 3V から働くことになりま

す。

第 2 表が、LPF 部の組み立てに

必要な部品の一覧です。東光のコ

イルは FM マルチプレックス用の

もので、トヨムラ東ラジ店で買え

ます。

部品がそろったら、プリント板

を作りましょう。プリント・パタ

ーンは、「エレクトロニクス・アイ

デア製作集」の p.135 に示してあ

るとおりです。また、性能をチェ

ックしてみましたが、きちんと

p.136 に示したようになりました。

受信部とLPF部ができたところ

で、ケースの中に全体を納めてみ

ることにしましょう。そのときの

全体のつなぎ方は、第 6 図のよう

になります。

まず、この DC 受信機には AGC

といった便利なものが付いていま

せんから、ローカルの強力な局が

出てくるとやっかいなことになり

ます。そこで、アンテナと受信部

の間に RF のゲイン・コントロー

ルを入れます。

100Ω のボリュームは巻線型は

NG で、カーボン型を使います。

なお、本当は A カーブのものがほ
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しいのですが、市販されているの

は B カーブばかりです。そこで、

B カーブのものでがまんします。

10pF のバリコン（VC）は、L

型アングルに取り付けてケースに

固定します。また、バーニヤ・ダ

イヤルとの間は、シャフト・カッ

プリングと長さ 20 ㎜のシャフト

を使ってつなぎます。

今回使ったケースの KU-3 は、

幅 130×高さ 60×奥行 130 ㎜とい

うものです。

このケースだと、奥行がちょっ

といっぱいになってしまいました。

そのために、フォーン・ジャック

や電源ジャックが、受信部のプリ

ント板の下にはいってしまうので、

受信部は 25mm のサポーターを使

って持ち上げてあります。これが

いやなら、奥行があと 20mm ほど

深いケースを使うとよいでしょう。

全体の組み立てが終わったら、

7MHz 用のアンテナと 9V の DC 電

源を用意しましょう。

アンテナは、7MHz 用のダブレ

ットか、長さ約 10m の 1/4 波長接

地アンテナを用意してください。2

～3m のビニール線では、よく聞こ

えません。

つぎに電源ですが、本器の消費

電流は無信号時で 50mA ほどで、

信号がはいると 100mA くらいま

で流れます。そこで、100mA くら

いまで取り出せる定電圧電源を使

います。

準備ができたら電源を入れ、ボ

リュームをあげてみましょう。そ

して、バーニヤ・ダイヤルを回し

たときに、ピョコピョコとビート

が聞こえるようなら、LC 発振は

うまく発振しています。

つぎに、L1～L3の調整をしなけ

ればなりません。

夜ですと、ちょっとやっかいで

すが、昼間なら L3を回していると、

7MHz 帯のラグチューが聞こえて

きます。何かハムの電波が聞こえ

たら、これが最大になるように L1

と L2を調整します。

本器では、10pF のバリコンでほ

ぼ 200kHz をカバーします。です

から、7MHz 帯の電信がバーニ

ヤ・ダイヤルの 2～3 の目盛りのあ

たりで聞こえるようにすると、バ

ンド中がうまく受信できます。

もし測定器を使って調整をする

のなら、「エレクトロニクス・アイ

デア製作集」の p.54 で紹介してあ

る、マーカー発振器でやります。

これで、7MHz のところをみつけ

ます。

実際に受信してみると、感度は

なかなかのもので、7MHz 用のダ

ブレット・アンテナをつないで

SSB では日本中はもちろん韓国ま

で、また CW ではアメリカの局も

聞こえていました。

周波数のドリフトは、スイッチ

を入れたときにはかなりあります。

一応、安定するまでには 20～30

分はかかるようです。

それから、高周波増幅をつけた

ために、夜間など AM の短波放送

のズッコヌケがかなりあります。

検波に平衡検波を使ったのですが、

やはり完全とはいかないようです。

これで、7MHz DC 受信機の完成

です。こんな簡単なものでも、SWL

用としては十分に実用になる受信

機といえそうです。

□
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